
＜ご注意＞
この解答は、株式会社建設経営サービス（KKS)が作成
したもので、試験機関による正式な採点結果を保証す
るものではありません。あくまで解答例としてご利用
ください。また、配点及び合格ラインもKKSの予想です。
本解答例の著作はKKSに帰属します。予告なく内容を変
更する場合があります。

★予想合格ライン７０点

★10点

★10点

費用配分の原則は、資産の取得原価を、所定の方法に従

い、計画的・規則的に各期に配分すべきであるという原

則である。「資産の取得原価」とは、種類別に分類され

た財・用役に割り当てられた支出額を意味する。「所定

の方法」とは、一般に公正妥当と認められた費用配分の

方法をいう。「計画的・規則的な配分」とは、合理的な

選択、適正な期間利益の算定を指導原理とした選択が要

求されるという意味である。

費用配分の原則が企業会計上重要な原則である理由は、

この原則が、損益計算書と貸借対照表の両者にかかわっ

ているからである。すなわち、費用性資産への支出額を

当期に配分される部分と、次期に繰り越される部分とに

配分するということは、前者の配分額が当期の損益計算

書における費用となり、後者の配分額は貸借対照表にお

ける当該資産の価額となるからである。言い換えれば、

費用配分の原則は、その期に配分された額がその期の費

用になるという意味で、費用決定の基準としての性格を

も持っているといえる。この原則は、発生主義の原則、

費用収益対応の原則といった他の損益計算諸原則とも無

関係ではない。
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